
「どんなものも 無駄にはならない」 

 

講師の児山千代江先生は、 

当時田島地域にあった裁縫 

の学校で３年間学び、和裁 

と洋裁の両方を身に付けら 

れました。 

 自宅などに眠っていた生地を使って「そでなし」を 

縫い、沢田地区のお年寄りに配るとたいへん喜ばれた 

ことなどをきっかけに、物を大事にしようとする気持 

ちを伝えようと、講座に協力してくださっています。 

令和４年５月２５日（水）第５号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ５／１８（水）に下郷公民館「リメイク講座Ⅰ」を訪問しました。午後１時３０分開始の予定でしたが、１時

を過ぎたころには材料やミシンを手に公民館に集まり、作業をスタートするほど熱心な受講者のみなさんです！ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 定刻に開講式を行い、館長の湯田浩光さんのあいさつと 

社会教育指導員の星利花さんによる講師紹介のあと、講師 

の児山千代江先生から「これを作りましょうということは 

ありません。それぞれ作りたいものを作ってください。家 

に眠っている着物で、使えるものを作りましょう」という 

お話がありました。 

 受講者のみなさんは、先生に質問したり互いに相談した 

りしながら、楽しそうに「世界にひとつだけのオリジナル 

作品」づくりに打ち込んでいました！ 

 

 

 

 

  

 

 

   

      

  

 

  

 

 

 

気がつくと、健康のことや家

族のことなどを話しながら作

業する受講者のみなさんの姿

がありました。 

 

 

 

 

「リメイク講座Ⅰ」は、裁縫を「まなぶ」た

めにたくさんの人が「つどう」、人と人とを「む

すぶ」心あたたまる取組でした。 


